
45
◇市報は５日・２０日（１月と１０月は１日・２０日）に発行します。新聞折り込みのほか、市の施設、市内の各駅・郵便局・ＪＡなどで配布し、
小平市ホームページにも掲載しています。郵送をご希望の方は秘書広報課へ。 平成29（2017）. 4 . 5

みんなでごみをヘラスンジャー▷東日本大震災から６年が過ぎました。震災後に備蓄した食糧などは
賞味期限を過ぎていませんか。賞味期限が近くなった備蓄食糧などは、きちんと食べてごみにせず、
備蓄を更新して震災に備えましょう。
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４
月
１
日
に
辞
令
交
付
式
が
行
わ
れ
、

小
平
市
消
防
団
が
新
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　

小
平
市
消
防
団
は
９
個
分
団
百　

人
で

４８

編
成
さ
れ
、
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
郷
土
愛
護
の
精
神
に
基
づ
き
、
市
民
の

生
命
、
身
体
お
よ
び
財
産
を
守
る
た
め
、

な
り
わ
い
を
持
ち
な
が
ら
、
災
害
発
生
時

に
は
昼
夜
を
問
わ
ず
出
動
し
て
い
ま
す
。

地
域
に
密
着
し
、市
民
の
安
全
、安
心
に
貢

献
す
る
消
防
団
員
に
、
皆
さ
ん
の
温
か
い

ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

消
防
団
の
新
体
制
は
左
表
の
と
お
り
で

す
（
敬
称
略
）。

問
合
せ　

防
災
危
機
管
理
課
察　

（
３
４

０４２

６
）
９
８
１
３

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

定　

員　

百
人

講　

師　

柳
宗
久
さ
ん

申
込
み　

当
日
、
会
場
へ
（
先
着
順
）

問
合
せ　

環
境
政
策
課
察　

（
３
４
６
）

０４２

９
８
１
８

 　

庭
木
や
生
け
垣
の
こ
と
、
花
の
育
て
方

な
ど
、
緑
に
関
す
る
疑
問
や
知
り
た
い
こ

と
な
ど
を
相
談
員
に
聞
い
て
み
ま
せ
ん

か
。

と　

き　

５
月　

日
（
日
）　

午
前　

時

１４

１０

～
正
午
の
指
定
す
る
時
間

と
こ
ろ　

第　

回
こ
だ
い
ら
グ
リ
ー
ン
フ

２５

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
会
場
内
（
中
央
公
園
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

（
グ
ル
ー
プ
の
場
合
は
４
人
ま
で
）

定　

員　
　

人
１２

相
談
員　

椎
名
豊
勝
さ
ん
（
日
本
樹
木
医

会
会
長
）、
和
田
博
幸
さ
ん
（
日
本
花
の
会

み
ど
り
の
相
談
所

み
ど
り
わ
か
る
で 
所 
を
開
設

し
ょ

主
任
研
究
員
）

申
込
み　

４
月　

日
（
火
）
ま
で
（
必
着
）

２５

に
、
事
前
相
談
書
を
問
合
せ
先
へ
送
付

（
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
電
子
メ
ー
ル
可
。
申

込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
、
当
選
者
の

み
に
結
果
を
連
絡
）

※
事
前
相
談
者
は
問
合
せ
先
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
小
平
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

※
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
・
電
子
メ
ー
ル
の
場
合

は
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
相
談
内

容
を
記
入
の
う
え
、
件
名
を
「
み
ど
り
わ

か
る
で
所
・
事
前
相
談
」
と
し
て
送
信
。

※
当
日
受
付
（
午
後
の
部
）
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

水
と
緑
と
公
園
課
（
〒　

們
８

１８７

７
０
１　

小
平
市
役
所
）
察　
（
３
４
６
）

０４２

９
８
３
０
、
俊　

（
３
４
６
）
９
５
１
３
、

０４２

死koen@
city.kodaira.lg.j
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市
で
は
、
自
宅
で
で
き
る
身
近
な
ビ
オ

ト
ー
プ
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
モ

ニ
タ
ー
に
は
小
鳥
を
呼
ぶ
た
め
の
コ
ム
ラ

サ
キ
・
マ
ユ
ミ
（
各
１
苗
）
と
観
察
カ
ー

ド
を
差
し
上
げ
ま
す
の
で
、
平
成　

年
１

３１

月
ま
で
、
簡
単
な
観
察
を
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
小
鳥
な
ど
の
小
動
物
が
生
息
で
き

る
質
の
高
い
緑
を
創
出
す
る
取
り
組
み
で

す
。
個
人
で
も
、
ご
家
庭
で
も
楽
し
め
ま

す
。 自

宅
で
小
鳥
を
呼
ぶ

ビ
オ
ト
ー
プ
づ
く
り

モ
ニ
タ
ー
募
集

　

市
で
は
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
や
燃

料
電
池
を
設
置
し
た
方
に
、
設
置
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
（
左
表
）。

　

助
成
を
受
け
る
方
は
、
モ
ニ
タ
ー
と
し

て
、
機
器
使
用
の
効
果
な
ど
を
報
告
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

対　

象　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

▽
市
内
在
住
で
、
戸
建
住
宅
に
対
象
機
器

を
設
置
し
た
個
人

▽
市
内
の
共
同
住
宅
の
共
用
部
分
に
使
用

　

市
で
は
、
小
平
市
第
３
次
行
財
政
再
構

築
プ
ラ
ン
（
第
３
次
再
構
築
プ
ラ
ン
）
を

策
定
し
ま
し
た
。

　

第
３
次
再
構
築
プ
ラ
ン
は
、
平
成　

年
２７

度
で
終
了
し
た
小
平
市
第
２
次
行
財
政
再

構
築
プ
ラ
ン
（
第
２
次
再
構
築
プ
ラ
ン
）

に
引
き
続
き
、
今
後
４
年
間
の
行
財
政
運

営
の
方
向
付
け
を
行
う
も
の
で
す
。

　

第
３
次
再
構
築
プ
ラ
ン
で
は
、
第
２
次

再
構
築
プ
ラ
ン
で
示
さ
れ
た
３
つ
の
方
向

性
に
基
づ
く
５
つ
の
方
針
に
よ
り
、
行
財

政
を
再
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

　

第
３
次
再
構
築
プ
ラ
ン
は
、
市
政
資
料

コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
１
階
）、
東
部
・
西
部

出
張
所
、
小
平
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。
な
お
、
市
政
資
料
コ
ー
ナ

ー
、
東
部
・
西
部
出
張
所
で
は
、
１
部
２

百　

円
で
販
売
も
し
て
い
ま
す
。

２０
問
合
せ　

行
政
経
営
課
察　

（
３
４
６
）

０４２

９
７
５
６

 　

市
で
は
、
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
向

け
て
、
新
た
な
視
点
で
の
ス
ポ
ー
ツ
施
策

の
推
進
を
図
る
た
め
、
第
二
次
小
平
市
の

ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
基
本
方
針
を
策
定
し
ま

し
た
。
ま
た
、
基
本
方
針
策
定
の
た
め
の

基
礎
資
料
と
す
る
た
め
に
、
昨
年
７
月
に

実
施
し
た
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
、
報
告
書
に
ま
と

め
ま
し
た
。

　

基
本
方
針
お
よ
び
ア
ン
ケ
ー
ト
報
告
書

は
、
市
政
資
料
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
１

階
）、
東
部
・
西
部
出
張
所
、
小
平
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
な
お
、

市
政
資
料
コ
ー
ナ
ー
、
東
部
・
西
部
出
張

所
で
は
、「
第
二
次
小
平
市
の
ス
ポ
ー
ツ

振
興
の
基
本
方
針
」
を
１
部
３
百
円
で
、

第
二
次
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の

基
本
方
針
を
策
定

「
小
平
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
報
告
書
」
を
１
部
５
百
円
で

販
売
も
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
察　

（
３
４

０４２

６
）
９
６
１
２

 　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
す
べ
て
の
人

が
健
康
に
過
ご
す
こ
と
を
目
的
に
、
食
育

推
進
計
画
を
内
包
し
た
健
康
増
進
計
画
を

策
定
し
ま
し
た
。
計
画
の
期
間
は
平
成　
２９

年
度
か
ら　

年
度
ま
で
で
す
。

３４

　

計
画
書
は
、
市
政
資
料
コ
ー
ナ
ー
（
市

役
所
１
階
）、
東
部
・
西
部
出
張
所
、
小
平

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

な
お
、
市
政
資
料
コ
ー
ナ
ー
、
東
部
・
西

部
出
張
所
で
は
、
１
部
６
百
円
で
販
売
も

し
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

健
康
推
進
課
察　

（
３
４
６
）

０４２

３
７
０
０

 　

市
で
は
、
小
平
市
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
基
本
方
針
に
沿
っ
た
取
り
組
み
の
推

進
に
向
け
た
方
向
性
を
示
す
小
平
市
公
共

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
計
画
を
策
定
し

ま
し
た
。
ま
た
、
公
共
施
設
お
よ
び
イ
ン

フ
ラ
の
総
合
的
な
管
理
に
関
す
る
基
本
的

こ
だ
い
ら
健
康
増
進

プ
ラ
ン
を
策
定

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

推
進
計
画
な
ど
を
策
定

な
考
え
方
と
な
る
小
平
市
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

計
画
書
は
、
市
政
資
料
コ
ー
ナ
ー
（
市

役
所
１
階
）、
東
部
・
西
部
出
張
所
、
小
平

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

な
お
、
市
政
資
料
コ
ー
ナ
ー
、
東
部
・
西

部
出
張
所
で
は
、
小
平
市
公
共
施
設
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
推
進
計
画
を
１
部
２
百　

円
、

５０

小
平
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
を
１

部
百　

円
で
販
売
も
し
て
い
ま
す
。

５０

問
合
せ　

行
政
経
営
課
察　

（
３
４
６
）

０４２

９
７
５
６

 　

男
女
が
互
い
に
人
権
を
尊
重
し
つ
つ
責

任
も
分
か
ち
合
い
、
性
別
に
か
か
わ
り
な

く
、
そ
の
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
す

る
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
の
た
め
、

小
平
ア
ク
テ
ィ
ブ
プ
ラ
ン　

（
第
三
次
小

２１

平
市
男
女
共
同
参
画
推
進
計
画
）
を
策
定

し
ま
し
た
。

　

計
画
書
は
、
市
政
資
料
コ
ー
ナ
ー
（
市

役
所
１
階
）、
東
部
・
西
部
出
張
所
、
小
平

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

な
お
、
市
政
資
料
コ
ー
ナ
ー
、
東
部
・
西

部
出
張
所
で
は
、
１
部
７
百　

円
で
販
売

５０

も
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

市
民
協
働
・
男
女
参
画
推
進
課

察　

（
３
４
６
）
９
６
１
８

０４２ 第
三
次
男
女
共
同
参
画

推
進
計
画
を
策
定

小
平
ア
ク
テ
ィ
ブ
プ
ラ
ン　
２１

　

平
成　

年
度
の
道
路
環
境
調
査
の
結
果

２８

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　

二
酸
化
窒
素
・
浮
遊
粒
子
状
物
質
と
も

全
地
点
で
環
境
基
準
値
を
下
回
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
騒
音
は
環
境
基
準
を
上
回
っ

て
い
る
地
点
も
あ
り
ま
す
が
、
騒
音
・
振

動
と
も
に
全
て
の
地
点
で
要
請
限
度
の
値

を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
大
気
汚
染
や
騒
音
な
ど
の
原

因
に
も
な
る
、
自
動
車
使
用
の
抑
制
と
エ

コ
ド
ラ
イ
ブ
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
詳
し
く
は
、
小
平
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
要
請
限
度
と
は
、
市
長
が
自
動
車
交
通

に
よ
る
騒
音
、
振
動
の
軽
減
措
置
を
講
じ

る
よ
う
都
道
府
県
公
安
委
員
会
へ
要
請
す

る
評
価
基
準
で
す
。

問
合
せ　

環
境
政
策
課
察　

（
３
４
６
）

０４２

９
５
３
６

 
怯
平
成　

年
度
の
保
険
料
額

２９

　

平
成　

年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
額

２９

は
、
１
万
６
千
４
百　

円
で
す
。
日
本
年

９０

金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
る
納
付
書
に
よ

国国国国国国国国国国国
民
年年年年年年年年年年年
金

り
、
金
融
機
関
・
郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

怯
保
険
料
の
前
納
割
引

　

国
民
年
金
の
一
定
期
間
の
保
険
料
を
１

年
前
納
や
６
か
月
前
納
な
ど
ま
と
め
て
前

払
い
す
る
と
、
割
引
が
受
け
ら
れ
て
お
得

で
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

怯
学
生
納
付
特
例
制
度

　

学
生
で
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き

は
、
保
険
料
を
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
な

ど
後
か
ら
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳

し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

保
険
年
金
課
察　

（
３
４
６
）

０４２

９
５
３
１
、
武
蔵
野
年
金
事
務
所
察
０
４

２
２
（
５
６
）
１
４
１
１

 　

市
で
は
、
経
済
的
な
理
由
で
学
校
給
食

費
や
学
用
品
費
な
ど
の
支
払
い
に
お
困
り

の
方
に
対
し
て
、
就
学
援
助
を
行
っ
て
い

ま
す
。

対　

象　

市
内
在
住
の
、
公
立
小
・
中
学

校
に
在
学
す
る
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

▽
世
帯
の
所
得
が
基
準
額
以
下
で
あ
る

▽
児
童
扶
養
手
当
（
児
童
育
成
手
当
と
は

別
の
制
度
）
の
支
給
を
受
け
て
い
る

▽
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
（
生
活
保
護

費
で
支
給
さ
れ
な
い
部
分
の
み
の
援
助
）

就

学

援

助

▽
特
別
な
事
情
が
あ
り
、
教
育
費
で
困
っ

て
い
る

内　

容　

▽
学
用
品
費
・
通
学
用
品
費

▽
学
校
給
食
費

▽
校
外
活
動
費（
遠
足
・
移
動
教
室
な
ど
）

▽
修
学
旅
行
費

▽
新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費

▽
卒
業
ア
ル
バ
ム
・
文
集
代

▽
体
育
実
技
用
具
費
（
柔
道
着
な
ど
）

▽
医
療
費
（
学
校
保
健
安
全
法
第　

条
に

２４

基
づ
く
疾
病
の
治
療
の
み
）

▽
通
学
費
（
通
学
距
離
が
長
距
離
の
場
合

の
み
）

申
込
み　

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
在
籍
す
る
学
校
へ
提
出

※
必
要
な
所
得
証
明
書
類
な
ど
、
詳
し
く

は
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

※
申
請
書
・
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
市

内
の
公
立
小
・
中
学
校
ま
た
は
学
務
課（
市

役
所
５
階
）
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

※
市
外
の
公
立
小
・
中
学
校
に
在
籍
し
て

い
る
場
合
は
、
学
務
課
へ
提
出
。

※
申
請
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
が
、

４
月
分
か
ら
の
援
助
を
希
望
す
る
場
合

は
、
４
月　

日
（
金
）
が
提
出
期
限
で

１４

す
。

※
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方
は
申
請
書

の
代
わ
り
に
、
学
校
か
ら
渡
さ
れ
る
委
任

状
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

学
務
課
察　

（
３
４
６
）
９
５

０４２

７
０

す
る
目
的
で
対
象
機
器
を
設
置
し
た
個
人

ま
た
は
法
人
そ
の
他
団
体

▽
市
内
の
事
業
所
な
ど
に
対
象
機
器
を
設

置
し
た
個
人
ま
た
は
法
人
そ
の
他
団
体

申
込
み　

平
成　

年
３
月
末
（
土
曜
・
日

３０

曜
日
、
祝
日
を
除
く
）
ま
で
に
、
申
請
書

類
を
問
合
せ
先
へ
持
参
（
送
付
・
電
子
メ

ー
ル
不
可
、
先
着
順
）

※
要
件
な
ど
、
詳
し
く
は
募
集
要
領
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

※
募
集
要
領
は
、
環
境
政
策
課
（
市
役
所

４
階
）、
東
部
・
西
部
出
張
所
、
動
く
市
役

所
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
小
平
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

問
合
せ　

環
境
政
策
課
察　

（
３
４
６
）

０４２

９
８
１
８

　

ゴ
ー
ヤ
な
ど
つ
る
性
の
植
物
を
窓
や
壁

に
茂
ら
せ
る
と
、
夏
の
強
い
日
差
し
を
和

ら
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
緑
の
カ
ー
テ

ン
の
作
り
方
を
学
ん
で
、
涼
を
楽
し
み
ま

せ
ん
か
。

　

参
加
者
に
は
緑
の
カ
ー
テ
ン
用
種
を
差

し
上
げ
ま
す
。

と　

き　

４
月　

日
（
火
）　

午
後
２
時

２５

～
３
時　

分　

１
時　

分
開
場

３０

３０

怯
や
さ
し
さ
が　

走
る
こ
の
街　

こ
の
道

路
　

運
動
の
基
本
は
「
子
ど
も
と
高
齢
者
の

交
通
事
故
防
止　

事
故
に
あ
わ
な
い
、
お

こ
さ
な
い
」
で
す
。

▽
歩
行
中
、
自
転
車
乗
車
中
の
交
通
事
故

防
止
（
自
転
車
は
特
に
自
転
車
安
全
利
用

五
則
の
周
知
徹
底
）

▽
後
部
座
席
を
含
め
た
全
て
の
座
席
の
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正

し
い
着
用
の
徹
底

▽
飲
酒
運
転
の
根
絶

▽
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止

怯
自
転
車
安
全
利
用
五
則
を
守
っ
て
安
全

運
転
を

　

市
内
で
発
生
す
る
事
故
の
約
４
割
が
自

転
車
の
関
係
す
る
事
故
で
す
。

▽
自
転
車
は
、
車
道
が
原
則
、
歩
道
は
例

外▽
車
道
は
左
側
を
通
行

▽
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、
車
道
寄
り
を

=
=

=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=

対　

象　

市
内
在
住
の
中
学
生
以
上
（
保

護
者
の
協
力
が
あ
れ
ば
小
学
生
も
可
）

定　

員　
　

人
５０

※
観
察
の
方
法
や
植
物
の
一
覧
は
、
小
平

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み　

４
月　

日
（
火
）
ま
で
に
、
申

２５

込
書
を
問
合
せ
先
へ
送
付
（
電
話
・
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
・
電
子
メ
ー
ル
可
。
申
込
み
多

数
の
場
合
は
抽
選
し
、
当
選
者
の
み
に
結

果
と
配
付
日
時
・
場
所
を
連
絡
）

※
申
込
書
は
問
合
せ
先
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
小
平
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

※
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
・
電
子
メ
ー
ル
の
場
合

は
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
配
付
植

物
を
取
り
に
来
る
希
望
日
（
５
月　

日
１９

（
金
）
午
後
ま
た
は　

日
（
土
）
午
前
・

２０

午
後
）
を
記
入
の
う
え
、
件
名
を
「
ビ
オ

ト
ー
プ
モ
ニ
タ
ー
申
込
書
」と
し
て
送
信
。

問
合
せ　

水
と
緑
と
公
園
課
（
〒　

們
８

１８７

７
０
１　

小
平
市
役
所
）
察　
（
３
４
６
）

０４２

９
８
３
０
、
俊　

（
３
４
６
）
９
５
１
３
、

０４２

死koen@
city.kodaira.lg.j
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市
で
は
、
小
平
ら
し
い
質
の
高
い
雑
木

林
づ
く
り
に
向
け
、
森
の
調
査
な
ど
の
お

手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
ま
す
。

活
動
内
容　

第
四
次
雑
木
林
調
査
隊
と
し

て
、
森
の
調
査
や
森
の
台
帳
（
森
の
カ
ル

テ
）
づ
く
り
の
補
助
作
業
、
打
ち
合
わ
せ

へ
の
参
加
ほ
か

活
動
場
所　

小
川
町
一
丁
目
周
辺
の
保
存

樹
林
ほ
か

雑
木
林
調
査
隊

（
森
の
調
査
な
ど
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

を

募

集

活
動
日
数　

６
月
～
平
成　

年
３
月
の　

３１

１０

日
間
程
度

応
募
資
格　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

方募
集
人
数　
　

人
１５

※
報
酬
・
交
通
費
な
ど
は
支
給
し
ま
せ
ん
。

※
活
動
に
は
、
森
の
カ
ル
テ
づ
く
り
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
し
て
登
録
さ
れ
た
学
識
経
験

者
も
参
加
し
ま
す
。

申
込
み　

５
月　

日
（
金
）
ま
で
（
必
着
）

１２

に
、
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
年
齢
、
電
話

番
号
を
記
入
の
う
え
、
問
合
せ
先
へ
送
付

（
電
話
・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
・
電
子
メ
ー
ル

可
。
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

問
合
せ　

水
と
緑
と
公
園
課
（
〒　

們
８

１８７

７
０
１　

小
平
市
役
所
）
察　
（
３
４
６
）

０４２

９
８
３
０
、
俊　

（
３
４
６
）
９
５
１
３
、

０４２

死koen@
city.kodaira.lg.j
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と　

き　

５
月
７
日
（
日
）　

午
前　

時
１０

か
ら
、
午
後
１
時
か
ら

と
こ
ろ　
　

東
京
む
さ
し
小
平
フ
ァ
ー
マ

JA

ー
ズ
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
駐
車
場

費　

用　

花
苗
の
購
入
費
実
費
（　

㌢
㍍

３０

の
鉢
の
場
合
は
２
千
円
程
度
）

定　

員　

各　

人
３０

持
ち
物　

コ
ン
テ
ナ
用
の
鉢
（
当
日
購
入

も
で
き
ま
す
）

※
土
は
無
料
配
布
し
ま
す
。
午
前
の
部
の

み
、
ハ
ン
ギ
ン
グ
用
の
鉢
を
差
し
上
げ
ま

す
。

主　

催　
　

東
京
む
さ
し
小
平
支
店
、
小

JA

平
市
園
芸
組
合

協　

力　

小
平
市
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
推
進

協
議
会
、
小
平
市

申
込
み　

４
月　

日
（
金
）
ま
で
（
消
印

２１

有
効
）
に
、
往
復
は
が
き
に
「
寄
せ
植
え

講
習
会
」
と
明
記
し
、
郵
便
番
号
、
住
所
、

寄

せ

植

え

講

習

会

氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
問
合

せ
先
へ
（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

問
合
せ　
　

東
京
む
さ
し
小
平
支
店
指
導

JA

経
済
課
（
〒　

們
０
０
３
２　

小
川
町
２

１８７

們
１
８
２
８
）
察　

（
３
４
８
）
７
２
４

０４２

４
 　

ト
マ
ト
・
き
ゅ
う
り
・
な
す
・
ピ
ー
マ

ン
・
す
い
か
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
苗
を
取

り
揃
え
て
い
ま
す
。
な
お
、
店
頭
で
事
前

予
約
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
農
家
に
よ
る
夏
野
菜
の
育
て
方

講
習
会
を
午
後
１
時
か
ら
開
催
し
ま
す

（
要
予
約
。
問
合
せ
先
へ
）。

と　

き　

４
月　

日
（
土
）　

午
前
９
時

２２

～
午
後
３
時

※
予
約
販
売
は
午
前　

時　

分
か
ら
。

１０

３０

と
こ
ろ　
　

東
京
む
さ
し
小
平
フ
ァ
ー
マ

JA

ー
ズ
・
マ
ー
ケ
ッ
ト

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
　

東
京
む
さ
し
小
平
フ
ァ
ー
マ

JA

ー
ズ
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
察　

（
３
４
８
）
７

０４２

２
４
４

 
と　

き　

４
月　

日
（
木
）　

午
後
１
時

２７

　

分
～
４
時

３０と
こ
ろ　

健
康
セ
ン
タ
ー
４
階
第
２
会
議

室参
加
企
業　

市
内
お
よ
び
周
辺
の
企
業
１

～
３
社

持
ち
物　

履
歴
書
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
紹
介

状
 

検
索　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
立
川

申
込
み　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
立
川
事
業
所
第

一
部
門
へ
察
０
４
２
（
５
２
５
）
８
６
１

５
夏

野

菜

苗

の

即

売

会

ミ
ニ
就
職
面
接
会

HP

　

い
ま
注
目
さ
れ
る
落
語
家
の
一
人
、
蜃

気
楼
龍
玉
（
五
街
道
雲
助
門
下
）
が
ル
ネ
・

お
笑
い
演
芸
館
に
初
登
場
。
今
年
、
噺
家

生
活　

周
年
を
迎
え
る
龍
玉
が
二
席
口
演

２０

し
ま
す
。

と　

き　

４
月　

日
（
水
）　

午
後
２
時

１２

開
演

と
こ
ろ　

ル
ネ
こ
だ
い
ら
中
ホ
ー
ル

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

費　

用　

１
千
円
（
全
席
指
定
）

出　

演　

蜃
気
楼
龍
玉
、
林
家
楽
一
（
紙

切
り
）、
橘
家
か
な
文

申
込
み　

ル
ネ
こ
だ
い
ら
チ
ケ
ッ
ト
カ
ウ

ン
タ
ー
へ
察　

（
３
４
６
）
９
０
０
０

０４２

問
合
せ　

小
平
市
文
化
振
興
財
団
察　
０４２

（
３
４
５
）
５
１
１
１

 
怯
嘉
悦
大
学

▽
楽
し
い
油
彩
画
初
中
級

と　

き　

４
月　

日
～
７
月　

日
の
土
曜

１５

１５

日　

午
前
９
時
～　

時　

全　

回

１１

１２

※
ク
ラ
ス
中
上
級
あ
り
。

▽
韓
国
語
１

と　

き　

４
月　

日
～
平
成　

年
３
月
３

１５

３０

日
の
土
曜
日　

午
後
１
時
～
２
時　

分
３０

　

全　

回
２３

※
レ
ベ
ル
別
に
他
ク
ラ
ス
あ
り
。

公

開

講

座

▽
フ
ラ
ン
ス
語
入
門

と　

き　

４
月　

日
～
平
成　

年
２
月　

１５

３０

１７

日
の
土
曜
日　

午
前
９
時　

分
～　

時　

２５

１０

５５

分　

全　

回
２２

※
レ
ベ
ル
別
に
他
ク
ラ
ス
あ
り
。

▽
中
国
語
初
級

と　

き　

４
月　

日
～
７
月　

日
の
土
曜

１５

２２

日　

午
前
９
時　

分
～　

時　

全　

回　

３０

１１

１２

※
レ
ベ
ル
別
に
他
ク
ラ
ス
あ
り
。

▽
大
人
の
た
め
の
基
礎
英
語

と　

き　

４
月　

日
～　

月
２
日
の
土
曜

２２

１２

日　

午
後
２
時　

分
～
４
時　

分

３０

３０

▽
サ
ッ
カ
ー
教
室（
小
学
１
年
～
３
年
生
）

と　

き　

４
月　

日
～
７
月　

日
の
土
曜

１５

２９

日　

午
前　

時
～　

時　

分　

全　

回

１０

１１

３０

１４

※
午
後
は
小
学
４
年
～
６
年
生
を
実
施
。

※
資
料
請
求
は
、
は
が
き
・
フ
ァ
ク
シ
ミ

リ
で
問
合
せ
先
へ
。

問
合
せ　

嘉
悦
大
学
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

（
〒　

―
８
５
７
８　

花
小
金
井
南
町
２

１８７

―
８
―
４
）
察
０
４
２
（
４
６
６
）
１
７

１
３
、
俊
０
４
２
（
４
６
６
）
３
７
４
１

怯
津
田
塾
大
学

▽
総
合
２
０
１
７

　

毎
回
異
な
る
ゲ
ス
ト
講
師
に
よ
る
講
演

で
す
。

と　

き　

４
月　

日
～
平
成　

年
１
月　

２０

３０

１８

日
の
木
曜
日　

午
後
１
時
～
２
時　

分
３０

申
込
み　

当
日
、
津
田
塾
大
学
正
門
守
衛

所
へ

▽
女
性
学

と　

き　

▽
前
期
…
金
曜
日　

午
後
１
時

～
２
時　

分　
３０

▽
後
期
…
火
曜
日　

午
後
２
時　

分
～
４

４０

時　

分
１０

対　

象　
　

歳
以
上
の
方

１８

申
込
み　

４
月　

日
（
月
）
か
ら　

日

１０

２１

（
金
）
ま
で
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時

ま
で
（
午
前　

時
～
午
後
０
時　

分
を
除

１１

１５

く
）
に
、
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
問
合
せ

先
へ

 

検
索　

津
田
塾
大
学
女
性
学

※
詳
し
い
内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

津
田
塾
大
学
教
務
課
察　

（
３

０４２

４
２
）
５
１
３
０

怯
津
田
塾
大
学
津
田
梅
子
記
念
交
流
館
プ

ロ
グ
ラ
ム

▽
浮
世
絵
か
ら
お
江
戸
の
謎
解
き

と　

き　

４
月　

日
（
火
）、
５
月　

日

１８

１０

（
水
）　

午
前　

時　

分
～
正
午　

全
２

１０

３０

回定　

員　
　

人
３０

▽
女
性
限
定　

心
身
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え

る
ヨ
ー
ガ
体
験

と　

き　

５
月　

日
・　

日
の
水
曜
日　

１０

１７

午
後
１
時　

分
～
３
時　

全
２
回

３０

定　

員　
　

人
１５

 
費　

用　

４
千
円

※　

歳
以
上
の
方
は
無
料
。

６０
※
保
育
あ
り
ま
す
（
２
週
間
前
ま
で
に
、

申
込
み
先
へ
）。

申
込
み　

津
田
梅
子
記
念
交
流
館
事
務
室

へ
察　

（
３
４
２
）
５
１
４
６
、
俊　

０４２

０４２

（
３
４
２
）
５
１
０
９

HP

們
們
共　

通
們
們

徐
行

▽
安
全
ル
ー
ル
を

守
る

▽
子
ど
も
は
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
着
用

問
合
せ　

交
通
対

策
課
察　

（
３
４

０４２

６
）
９
８
２
７
、

小
平
警
察
署
交
通

総
務
係

察　

（
３
４
３
）

０４２
０
１
１
０

　

救
急
出
場
件
数
が
多
く
な
れ
ば
、
必
然

的
に
遠
く
の
救
急
隊
が
出
場
す
る
確
率
が

高
ま
る
た
め
、
現
場
へ
の
到
着
時
間
が
遅

れ
て
し
ま
い
、
救
え
る
命
が
救
え
な
く
な

る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

緊
急
性
が
な
く
ご
自
身
で
病
院
に
行
け

る
場
合
は
、
救
急
車
以
外
の
交
通
機
関
な

ど
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

傷
病
者
の
様
子
や
事
故
の
状
況
な
ど
か

ら
、
急
い
で
病
院
へ
連
れ
て
行
っ
た
ほ
う

が
良
い
場
合
は
、
迷
わ
ず
１
１
９
番
通
報

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

救
急
車
を
呼
ぼ
う
か
迷
っ
た
時
や
診
察

可
能
な
病
院
が
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、
東

京
消
防
庁
救
急
相
談
セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
救
急
車
を
呼
ん
だ
方
が
良
い

の
か
な
ど
の
受
診
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス

や
応
急
手
当
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
、
診

療
可
能
な
医
療
機
関
を
案
内
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
３
面
左
下
表
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
合
せ　

小
平
消
防
署
警
防
課
救
急
係
察

　

（
３
４
１
）
０
１
１
９

０４２
救
急
車
の
適
正
な
利
用
を

小
平
消
防
署

蜃
気
楼
龍
玉
独
演
会

ル
ネ
・
お
笑
い
演
芸
館

消防団体制
氏　名階　級所　属
筋野　　明団 長

本 団
石井　良勝副 団 長
髙杉　　啓副 団 長
寺澤　優友副 団 長
藤森　英明分 団 長

第一分団
竹内　一浩副分団長
師岡　征和部 長
久米　堅裕部 長
若林　哲也部 長
青木　　晃分 団 長

第二分団
内山　雅博副分団長
窪野　浩史部 長
鈴木　兄悟部 長
大野　篤史部 長
和久井茂文分 団 長

第三分団
古川　健一副分団長
間込　憲一部 長
安齋圭太郎部 長
田中　敏晃部 長

氏　名階　級所　属
清水　　孝分 団 長

第四分団
当間　　隆副分団長
真鍋　僚孝部 長
川原　和喜部 長
倉茂　順教部 長
川村　武司分 団 長

第五分団
信山　武蔵副分団長
本間　幸紘部 長
川里　雅法部 長
西村　剛宗部 長
髙橋　秀和分 団 長

第六分団
岩淵　和敏副分団長
竹内　裕二部 長
秋田　宏光部 長
川里　丈晴部 長

氏　名階　級所　属
金子　元昭分 団 長

第七分団
齋藤　貴彦副分団長
髙木　裕之部 長
阿部　健二部 長
横田　哲也部 長
浪江　孝志分 団 長

第八分団
小俣　英司副分団長
宮川　邦宏部 長
大和　康成部 長
宮奈　武史部 長
髙橋　智明分 団 長

第九分団
鈴木　秀幸副分団長
外崎　広一部 長
加藤　宏康部 長
小泉　直也部 長

退団者（３月３１日付）
氏　名階　級所　属

鈴木　洋一団 長本 団
小山　　淳分 団 長第一分団
福島　和宏分 団 長第三分団
林田　昌三元分団長第五分団

入団者（４月１日付）
吉本　裕幸第五分団
岩淵　　要第六分団
小林　　歩第七分団
小林　栄二第八分団
中島　竜次第九分団
藤井　祐貴第九分団

助成対象機器および助成金額
予定
件数助成金額助成対象機器

７０件

戸建住宅…出力１kW当た
り４万円（上限1２万円）
共同住宅・事業所…出力１
kW当たり４万円（上限15
万円）

太陽光発電
システム

１５０件１機器当たり２万５千円燃料電池
（エネファーム）

※各機器の予定件数は、申込の状況により予算の範
囲内で変動することがあります。

小
平
市
消
防
団
新
体
制
ス
タ
ー
ト

自
ら
の
郷
土
は
自
ら
守
る

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ムム

エ
ネ
フ
ァ
ー

エ
ネ
フ
ァ
ー
ムム

設
置
費
用
を
助

　

設
置
費
用
を
助
成成

４
月
６
日（
木
）〜　

日（
土
）

１５

春春春春春春春春春春
のののののののののの
全全全全全全全全全全

春
の
全
国国国国国国国国国国国

交交交交交交交交交交
通通通通通通通通通通
安安安安安安安安安安
全全全全全全全全全全
運運運運運運運運運運

交
通
安
全
運
動動動動動動動動動動動

第
３
次

　

行
財
政
再
構
築

　
　

プ
ラ
ン
を
策
定

道
路
環
境
調
査
の

　
　
　
　
　
　

結
果

３つの方向性と５つの方針

執行体制の再構築

財政基盤の強化

ＰＤＣＡサイクルの構築

情報の共有と双方向の
コミュニケーション

地域協働の推進

方　針方針の目指す方向性

パートナーシップと役
割分担による効果的な
サービスの提供

市政を支える経営基盤
の強化

成果指向のマネジメン
トシステムによる市民
本位のサービス提供

緑
の
カ
ー
テ
ン

　
　
　
　

講
習
会

緑
の
カ
ー
テ
ン
を
育
て
て

楽
し
く
省
エ
ネ
し
よ
う


